アンプのチェック

アンプの正常動作時

1 電源をいれると、何もつながなくてもスピーカーから音がわずかにする。（サ～という感じ）

2 真空管が赤くなったり、フラッシュしたりしない。

3 火花がちらない。

4 変な煙やにおいがしない。

チェックしていく順番・その１。疑う順番

1 真空管

2 電源回路（B+回路）

3 パーツ類、抵抗　コンデンサ　ボリュームポット

4 ケーブル類　ワイヤリング　適正なアース

5 トランス　電源トランス、アウトプットトランス

チェックしていく順番・その２　調べる順番

まずパワー管まわり（アウトプットから）調べる

· プリアンプ管は全部ぬいておく

· スピーカーアウトには負荷をつないでおく。（スピーカーやダミー抵抗）

　　危険　絶縁系のゴム手袋とかを装着しておくと良い。また回路を直接手で触らない。触る時は割り箸など電気を通さないものでやる。

1 B＋電源を調べる、適正な電圧となっているか

2 ステージごとのプレート電圧とスクリーン電圧をはかる

（プレート電源の端子をテスターでさわるとポップノイズがでる

　コントロールやグリッドをさわると結構でかい音がする。

3 ステージ毎に調べていく。わに口クリップなんかをつかって入力と出力の音の関係をしらべる。

つまり、アウトプット周辺では最終増幅段の入口にｃｄプレーヤーなんかをつないで音が出るかどうかしらべる。

以上がなければその前のステージ（大体EQ関係）のところにやはりｃｄをつないでみる。

今までの経験から

●全く音が出ない。

ワイヤリング　誤配線

●音が出たり出なかったり

ポットの接触不良、

アース不良

●時折ひどいガサガサするノイズ

ポット、もしくはコンデンサの漏れ電流。

●音が出ないがシャーシをなぐるとでたりでなかったり

ワイヤリング不良。また真空管のソケットがしょぼい。しっかりホールドしない。

●音がでるがノイズがのる。

電源ラインと信号線がちかい。

アースがきれいに接続されていない。電源回路のコンデンサの死んでいる。

リバーブ系のボリュームが死んでいる。

不要な入力端子に何か接続されている。

例　マーシャルなんかのタイプで接続されていない方のボリュームが変

補足

結構真空管は死なない。（語弊があるかもしれないが寿命の場合は目視で確認できるのでわかりやすい）

アウトプットトランスは、簡単に死ぬ。無負荷状態は1分以内で死ぬ。

年数が経つとそうしても電解コンデンサの容量抜けがひどくなり動作がおかしくなる。

またカップリングコンデンサも漏れ電流が多いとノイズの原因になる。

ボリュームポットが意外に死にやすい。これは直流が誤配線などでポットにもれてしまったばあい

すぐガリがでる。そのため意外なときにノイズをバリバリ出してまた音が出なかったりするので非常に厄介

この場合は交換をすぐにする。

